
ムセベニ・ウガンダ共和国大統領の公式実務訪問に際しての 

日本国とウガンダ共和国の共同声明 

 

 

１ ウガンダ共和国のヨウェリ・カグタ・ムセベニ大統領及び同令夫人は，２

０１５年９月９日から１２日まで，日本国政府の招待により日本を公式実務

訪問した。 

 

２ 安倍晋三日本国内閣総理大臣とムセベニ大統領は，２０１５年９月１０日

に東京で二国間の首脳会談を行った。安倍総理大臣は，６度目となるムセベ

ニ大統領の訪日を喜ばしく思う旨述べた。両首脳は，二国間及び国際場裡に

おける日・ウガンダ間の友好・協力関係が長きにわたり醸成されてきたこと

を歓迎するとともに，両国関係を一層強化していくことが重要であるとの認

識を共有した。 

 

３ 両首脳は，民主主義や法の支配など，普遍的価値の重要性を確認した。安

倍総理大臣は，日本は国際協調主義に基づく積極的平和主義の下，地域や国

際社会の平和と安定に一層積極的な役割を果たしていく考えである旨説明し

た。これに対し，ムセベニ大統領は，戦後日本の平和国家としてのこれまで

の貢献を評価するとともに，積極的平和主義の考え方を支持することを表明

した。 

 

４ 安倍総理大臣は，ウガンダが長年の困難を乗り越えるための不断の努力に

より近年着実な成長を遂げていること，また，ウガンダがアフリカ連合ソマ

リア・ミッション（ＡＭＩＳＯＭ）に部隊を派遣するなど，東アフリカ地域

における平和と安定に貢献していることを高く評価し，ウガンダを引き続き

支援していく決意を表明した。これに対し，ムセベニ大統領は日本によるウ

ガンダの成長に対する長年の支援を評価し，謝意を表明した。 

 

５ 両首脳は，両国政府がウガンダへの日本企業の進出を促進していくとの認

識を共有した。安倍総理大臣は，企業進出先としてのウガンダの魅力の更な

る発信及びウガンダにおけるビジネス環境の更なる整備に期待を表明した。

ムセベニ大統領は，日本の技術や製品を高く評価しつつ，日本企業にウガン

ダ進出の利点をより理解してもらえるよう，日本とも協力しつつ最大限努力

していきたい旨述べた。 

 



６ 両首脳は，ＴＩＣＡＤ Ⅴの成果を踏まえ，ウガンダに対する日本の質の高

いインフラ投資を促進していくことで一致した。この観点から，両首脳は，

本日行われた「カンパラ立体交差建設・道路改良計画」実施のための円借款

に関する書簡の交換を歓迎した。ムセベニ大統領は，ウガンダに対する質の

高いインフラ投資の促進につき引き続き期待を表明した。 

 

７ 両首脳は，次回のＴＩＣＡＤ首脳会議が明年初めてアフリカで開催される

ことを歓迎し，同会議の成功に向けて日本とウガンダの間の協力関係を一層

強化していく決意を表明した。安倍総理大臣は，過去４度の首脳会議への出

席を含むムセベニ大統領のＴＩＣＡＤプロセスに対する貢献に謝意を表する

とともに，次回ＴＩＣＡＤ首脳会議では，質の高いインフラ投資や人材育成，

そして市民社会との連携の重視を通じた人間の安全保障の実現という日本な

らではの貢献を示していく考えを表明し，ムセベニ大統領はこれを歓迎した。 

 

８ 両首脳は，本年が国連創設７０周年であり，国連安全保障理事会（安保理）

の改革を進める上で重要な年であるとの認識を共有するとともに，関係者と

協働しながら安保理改革を進めるとの決意を再確認した。両首脳は，２１世

紀の国際社会の現実を反映させるため，安保理の実効性，透明性及び代表性

を向上させる安保理改革の実現のための協力を飛躍的に強化していくことで

一致した。 

 

９ ウガンダは，エズルウィニ合意に含まれるＡＵの立場を引き続き支持する

ことを再確認しつつ，両首脳は，安保理改革に関する政府間交渉に大きな進

展が見られていることを高く評価した。両首脳は，安保理改革を実現するた

めに協力を続ける必要があるとの認識を共有した。ムセベニ大統領は安保理

と地域機構との間の連携強化の重要性を強調し，安倍総理大臣はこれを歓迎

した。ムセベニ大統領は，本年の安保理非常任理事国選挙における日本への

支持を表明し，安倍総理大臣はウガンダからの貴重な支持への謝意を表明し

た。両首脳は，日本が安保理入りした暁には国連が直面する諸課題について

の両国間の協力を強化することを表明した。 

 

１０ 両首脳は，国際場裡における幅広い諸課題，特に気候変動，鯨類を含む

漁業資源の持続可能な利用，持続可能な開発のための２０３０開発アジェン

ダの推進及び国連における「世界津波の日」の制定に関し，協力を強化する

ことで一致した。 

 



１１ ムセベニ大統領は，大統領及び一行に対するあたたかい接遇につき，安

倍総理大臣及び日本国政府に謝意を表明した。ムセベニ大統領は安倍総理大

臣に対し，今後双方で決定される時期でのウガンダ訪問を招請するとともに，

安倍総理大臣に対し，２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの成

功を祈念する旨述べた。 

 

 ２０１５年９月１０日，東京 

 

  

安倍 晋三           ヨウェリ・カグタ・ムセベニ 

 日本国内閣総理大臣       ウガンダ共和国大統領 


